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【当該国際機関で働く邦人職員（2016年のもの）】

ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

【当該国際機関の財政（2016年予算）】(千米ドル) 出典：当該機関からの報告

UNIC所長 根本かおる
元UHCHRジュネーブ本部
民間資金調達部副部長

国　　　　名

224

分担金・義務的拠出金

任意拠出金

会計検査機関名：国連会計検査委員会（BOA）　　（構成員の出身国：インド，タンザニア，ドイツ）

【備考】

　邦人職員数
　うち幹部以上

7人 　　　7人

【邦人職員が占めている幹部ポスト（Ｄポスト以上）】

【要人往来，政策対話等の実績】（過去３年分）

2014年　ラウンスキー＝ティーフェンタール国連広報担当事務次長（USG)（国連広報局トップ）訪日
2017年　ナセル広報局アウトリーチ部部長訪日

　うち1人

総支出

205

100%

総収入

拠出率（％）

米国

日本

2016-A
　国際機関名
（英語略称）

東京国連広報センター（UNIC）

英文名称 United Nation Information Center

種　　　別
□国連専門機関　□国連その他補助機関　□その他国際機関　□非国家間機関

5%119フランス

ドイツ

中国

国　　　　名

日本

 【所管官庁担当局課・室名】外務省総合外交政策局国連企画調整課

☑国連事務局　□国連事務局に設けられた信託基金　□国連基金・計画　

【当該国際機関の本部所在地・活動目的等の概要】
本部所在地：東京
活動目的等：東京国連広報センター（UNIC東京）は，主として，国連の活動の広報を，国連公用語ではない日本語で実施す
るために設置された国連直属の機関。具体的活動は，日本語のウェブサイトやSNSによる情報の発信，国連に関するセミ
ナー・講演会等の開催，国連に関する日本語資料の作成，国連幹部の訪日受入れ等。UNIC東京は，国連の取組だけでな
く，国連を通じた日本の国際貢献に対する理解の促進にも貢献しており，我が国が国連を始めとする国際社会において，積
極的な役割を果たしていく上で，重要な役割を果たしている。また，インタビューの実施等を通じ，日本人国連職員の活躍に
ついても広報を実施することで，国際機関で勤務することの魅力を発信。将来，国際社会で活躍するグローバル人材の育成
に資する活動も行っており，国際機関における日本の人的貢献の強化にも貢献している。UNIC東京は，限られた予算で最
大限，効果を挙げるべく，①SNSによる発信の強化，②他の関連団体との連携の緊密化等により，より費用対効果の高い広
報の実施に取り組んでいる。

会計年度：暦年（1月～12月）

金額（千米ドル）

出典：当該機関からの報告

　当該機関全体の職員数
　及び邦人職員が占める率 100％

【我が国による拠出の形態】

分担金・義務的拠出金の名称及び主管官庁：

任意拠出金・出資金，基金の名称及び主管官庁：東京国際連合広報センター拠出金，外務省

出典：ST/ADM/SER.B/932
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